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研究成果の概要（和文）：本研究の成果は以下のものに大別される。１．種々の関数空間に属する関数のアトム分解に
ついて考察した。２．ベゾフ空間やトリーベル・リゾルキン空間における基本性質として良く知られている命題の証明
を与えた。この基本性質は多くの書籍、論文に書かれているが明確な証明は知られていなかった。３．モレー空間とそ
の周辺の種々の関数空間の性質を調べた。４．再生核ヒルベルト空間を用いたディラックのデルタの構成方法を試みた
。

研究成果の概要（英文）：We summarize what we obtained in the present research. 1. I proposed many types
of atomic decompositions in many function spaces. 2. I proved a fundamenatal theorem which was folklore. 
The proof can not be found elsewhere in the literature. 3. I investigated Morrey spaces and related 
function spaces. 4. I tried to express the Dirac delta in terms of the reproducing kernel Hilbert spaces.

研究分野： 調和解析
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１．研究開始当初の背景 

 

変動指数を備えているルベーグ空間の理論

は展開されてきたが、その補完をすると期待

された変動指数ハーディー空間に関しては

よく調べられてはこなかった。そこで、変動

指数を備えているハーディー空間の理論を

構築することを目的としてきた。多くの関数

空間が見つかってきているが、それらの間の

相互関係などはあまり明確ではなかった。 

 

２．研究の目的 

 

変動指数ハーディー空間において得られた

知見をもとにして種々の関数空間における

分割理論を再考察して、関数空間の役割を比

較検討することである。また、近年多くの関

数空間が見つかっているので、それらの関数

空間の効用、差異なども調べ有効な関数空間

は何かも考察する。 

 

３．研究の方法 

 

関数空間が与えられたときに、巨大極大作用

素を用いて見かけが違う別の関数空間を考

察し、そこでの関数の分割理論を展開する。

また、巨大極大作用素を用いて得られる関数

空間と元の関数空間が同一であることを確

かめる。この手法の顕著な応用例として、偏

微分方程式の双線形評価に有効なOlsen型の

不等式が挙げられる。 

 

４．研究成果 

 

本研究の成果は以下のものに大別される。１．

種々の関数空間に属する関数のアトム分解

について考察した。２．ベゾフ空間やトリー

ベル・リゾルキン空間における基本性質とし

て良く知られている命題の証明を与えた。こ

の基本性質は多くの書籍、論文に書かれてい

るが明確な証明は知られていなかった。３．

モレー空間とその周辺の種々の関数空間の

性質を調べた。４．再生核ヒルベルト空間を

用いたディラックのデルタの構成方法を試

みた。 
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